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　2012年 5月 6日～ 5月 10日の間に米国フロリダ
で開催された視覚と眼科学研究協会会議（ARVO : 
Association for Research in Vision and Ophthalmology） 
に参加して参りました。世界 80カ国以上から
12,000人近い臨床と基礎研究者が集い（40%が眼
科医，38%研究者，22%視能訓練士） 研究の成果を
発表する眼科の中で最大級の学会になります。フロ
リダ州のフォート・ローダーデールは、一年を通し
て温暖な気候で、街路樹はヤシの木が植えられ、街
中は運河が整備されクルーザーが停泊するリゾート
地でもあります。この学会の特徴として日本の学会
と大きく異なるのは、スーツやネクタイを着用せず
に、短パン、Tシャツという非常にラフ格好で自由
な雰囲気の中、様々な領域の研究者とディスカッ
ションできるのが醍醐味の学会です。しかし、ここ
10数年この同じ場所で開催されてきた学会が残念
ながら今年でこの場所での開催が最後となり、この
気候と雰囲気を味わえなくなることを考えると少し
寂しい気持ちです。
　私は視神経炎を合併する多発性硬化症の動物モデ
ルを用いて、経時的にマウス視力と視覚誘発電位で
機能を評価すると同時に、病理学的に軸索変性や脱
髄、浸潤細胞を検討した研究をポスター発表しまし
た。何よりもうれしかったのは、以前から同領域で
研究されている研究者と論文で名前しか知らない人
と直接お会いしてお顔を拝見できたこと。そして日
本ではあまり研究されていない領域であっても、海
外では地道に研究を続けている研究者と直接お会い
してコメントを頂けたことは、帰国してから実験を
継続する励みにもなりました。また来年、シアトル
で開かれる ARVOに参加し研究成果を発表できる
ように実験に励みたいと思いました。またこの場を
借りまして、このような機会を与えて頂いた後藤教
授を始め学会中ご迷惑をかけた東京医大眼科学教室
の医局員の先生方々にお礼申し上げます。
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